
「探究Ⅱ」（第１回） 

 

＜授業内容＞ ・オリエンテーションⅠ 

       ・イメージマップの作成 

       ・最後に 

 

＜目  的＞ １．なぜ探究を行うのか理解する 

       ２．テーマ決め、班決めに向けてイメージマップを作成する 

       ３．次回に向けての準備について理解する 

       ４．ポスターの完成図を見て見通しを持つ 

       ５．外部の発表等を知り、モチベーションを高める 

 

＜準  備＞ ２学年「探究Ⅱ」のクラスルームの作成 

       タブレット（教育デザイン部担当者、２学年各担任） 

 

＜指導案＞ ５５分 

時間 学習活動 指導上の注意点 

導入 

5分 

〇授業の準備を行う。 ・クラスルームから GoogleMeetをつなぎ、接続

テストを行う。 

・音声が電子黒板から出るか確認。出ないとき

には、ラジカセから音声を出す。 

展 開

(1) 

20分 

○探究の意義について理解する。 ・パワーポイントを画面共有し、全体説明を行

う。 

 

展 開

(2) 

29分 

○イメージマップを作成する。 ・イメージマップについて、担任が例を挙げる

などし、生徒の活動を支援する。 

ま と

め 

1分 

○次回の見通しを持つ。 ・次回は体育館で行うことを確認する。 

 



２年生「探究Ⅱ」

第１回



本日の流れ

①オリエンテーションⅠ

②イメージマップの作成

③最後に



①オリエンテーションⅠ
なぜ「探究」か？

（1） 勉強（しいてつとめる）から、学問（まなんで問う）へ

• 私たちには、予測が困難な未来が待ち受けています。何が正解
なのか分からない時代を生きていかなければなりません。これ
までと異なる景色が広がる世界を力強く生きていくためのスキ
ルを、高校生のうちから意識して身に付けようとする姿勢を持
たなければなりません。

• 誰一人取り残さない社会の実現へ貢献するため、後輩たちや次
世代の子供たちへ安全かつ安心できる社会を繋ぐため、将来
様々な分野でリーダーシップを発揮するため、学んで「問う」
ためのスキルを獲得し、磨いていきましょう。



①オリエンテーションⅠ
なぜ「探究」か？

（2） 「探究」は「調べ学習」の先にある

• この「探究」の時間では、これまで小学校、中学校、さらに高
校１年生での「探究Ⅰ」STARTプログラムで獲得してきた数々の
スキルを組み合わせ、統合し、場合によっては新たなスキルを
獲得することが大きな目的となります。「探究」活動の経験を、
将来に活かしてくれることを期待しています。



①オリエンテーションⅠ
探究段階
• 「探究Ⅱ」では、「自分で問いや仮説を立て、主体的・協働的
に探究する」ことを目指します。

• 「自分で問いや仮説を立てる」のは探究段階の最高レベルです。
非常に高いハードルかもしれません。これまでの生活で「何故
だろう？」と思っていることや、部活動など夢中に取り組んで
いる事柄のなかで「どうしてだろう？」と考えることは、「問
い」や「仮説」を立てやすいと思います。

• 一方で、「問い」や「仮説」が漠然としており、なかなか思い
つかない場合もあるかもしれません。その時は、指導する先生
やゼミの仲間と一緒に考えましょう。自分の「問い」として設
定するために求められることは、主観ではなく根拠を持って説
明し、解決する課題の意義を示せることです。日々の活動を通
して「問い」を深めることが、探究の本質だと思います。



①オリエンテーションⅠ

１年生「探究Ⅰ（STARTプログラム）」

探究の方法を学ぶ

２年生「探究Ⅱ」

探究を深化させる
＊新たな課題を見出し探究する。（好きなことを探究する。）

＊STARTプログラムで探究したことを継続しさらに深化させる。



①オリエンテーションⅠ
次回の予告（年間予定表の確認）

体育館で学年全体で行う。

内容 探究班を決める。

決めるためには、自分の中のキーワードが必要

探究テーマの土台となるもの



②イメージマップの作成
                                                            １年    組    番 名前             

 ２年生「探究Ⅱ」では、「自分で問いや仮説を立て、主体的・協働的に探究する」ことを目指します。そのため、グループをつくり班で活動することが基本です。（１名～４名） 

班を決める（つくる）ためには、同じ関心事を共有していなければなりません。そのため、まずは自分の中の関心事を見つめたり、広げたりすることが必要です。 

 よって、以下のようなイメージマップを作成するところから２年生「探究Ⅱ」の準備をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．部活動 ２．科学技術 ３．情報 ４．環境・資源 ５．健康 ６．食 ７．医療 ８．地域 ９．防災 10．教育 11．福祉 

12．国際理解 13．英文学 14．政治 15．経済 16．歴史 17．古典芸能 18．現代文化 19．国文学 20．芸術 21.スポーツ 22.その他 

私が関心のある分野は、    番の             です。 

現在、私の中にあるイメージは、 
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③最後に
Q 皆さんの探究のゴールはどこ？

A



③最後に
当面の目標は、ポスターを作成することです。

２つのポスターの
共通点は

グラフや表に結果をまとめ、
分析しているところです。



③最後に
研究成果報告会でポスター発表を行うことは

１つの目標でしかありません。

探究の成果は、ぜひ、皆さんの進路実現の場で

披露してください。

そのためにも、２月の研究成果報告会以外でも、

「探究力」をつけていく場面での挑戦に期待しています。



③最後に
具体的に

●IBARAKIドリームパスへの応募

地域課題で解決したいことや自分たちの夢を

実現させるための企画



③最後に
準備
・タブレットを持参する。（毎回使用します。）
・２学年「探究Ⅱ」のクラスルームに入る。
・ロイロノートに参加する。

クラス名 ２学年「探究Ⅱ」

授業 探究Ⅱ

参加コード ×××××

・準備でき次第テキストを配付する。

それでは、楽しく探究していきましょう。


